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友
人
の
Ａ
さ
ん
は
、
60
歳
定
年

を
２
年
残
し
て
退
職
し
、
山
梨
の

田
舎
で
ブ
ド
ウ
畑
を
借
り
て
農
業

に
転
職
。

 

Ｂ
さ
ん
夫
婦
は
、

旦
那
の
定
年
に
合

わ
せ
夫
婦
で
公
務

員
を
辞
め
、
奥
さ

ん
は
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
、
旦
那
が
家
庭

担
当
。「
さ
し
す
せ
そ
」（
さ
・
裁
縫
、

し
・
孫
の
躾
、
す
・
炊
事
、
せ
・
洗
濯
、

そ
・
掃
除
）の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
あ
る
日
、
Ｂ
さ
ん
の
孫
が
食
事

に
来
て
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
料
理

上
手
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
料
理
が

作
れ
る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
奥
さ

ん
は
、
照
れ
る
や
ら
悔
し
い
や
ら

だ
っ
た
ら
し
い
。

　
私
自
身
、
過
去
に
家
を

空
け
妻
や
家
族
に
苦
労
を

か
け
た
と
反
省
し
た
の
は
３
年
前
。

59
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
最

近
、
ふ
と
「
時
間
が
な
い
」
と
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｃ
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
「
も
う
旦

那
の
面
倒
は
み
ち
ゃ
ら
ん
！
」
と

言
っ
た
の
は
、
結
婚
し
て
か
ら
今

ま
で
の
生
活
の
中
で
、
決
し
て
旦

那
を
許
せ
な
い
出
来
事
が
、
夫
婦

間
で
あ
っ
た
と
耳
に
し
た
が
、
他

人
事
じ
ゃ
な
い
。

　
「
年
金
も
半
分
は
妻
の
も
の
」

の
時
代
に
、
亭
主
の
立
場
は
ま
す

ま
す
分
が
悪
く
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
解
消
さ
せ
る
に
は
、
亭

主
で
あ
る
自
分
が
今
！
反
省
を
し
、

「
第
２
の
人
生
」
を
心
清
ら
か
に
愛

情
を
持
っ
て
家
族
に
接
し
て
生
き

て
い
く
し
か
な
い
。

　
子
ど
も
の
幼
い
こ
ろ
は
、
理
想

の
親
に
見
え
た
か
も
知
れ

な
い
が
、社
会
性
の
備
わ
っ

た
現
在
、
親
の
未
熟
さ
を

許
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
（
自

分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
て
い
る
こ

と
を
許
す
と
し
て
）
、「
親
父
の
顔

な
ど
見
た
く
も
な
い
し
、
話
し
た

く
も
な
い
」
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
人
生
の
修
行
者
の
一
人
と
し

て
、
自
分
の
心
に
素
直
に
問
い
か

け
、
裸
の
ま
ま
で
生
き
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
ま
で
の
非
を
妻
に
も
子
ど

も
に
も
詫
び
て
、「
一
日
一
生
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
精
一
杯
仕
事
（
百
姓
）

に
励
み
、
太
陽
に
向
か
っ
て
明
る

く
快
活
に
生
き
て
い
こ
う
と
心
に

決
め
る
し
か
な
い
。
残
り
少
な
い

人
生
だ
。
さ
ぁ
！
が
ん
ば
る
ぞ
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　（
吉
川
町
・
野
村
高
志
）

団
塊
世
代
の
ひ
と
り
ご
と

おおきくなーれ!!
みてみて！うちの子

『おおきくなーれ』コーナーでは２歳の誕生日までのお子さんの

応募をお待ちしています。■総務課秘書広報係    56-0511
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香南消防ーーーーーーーーーーーーーーーーー

■香南市消防長：岡﨑　勉

　■消防本部次長：山﨑良満

　■消防署長：山﨑幸一

　■消防司令ー安井英喜・田渕　勉・河谷隆志

　■消防司令補ー足達万喜男・北岡英一・塩井政利

　　　　　　　　北岡利彦・小松利匡・吉川精人

　　　　　　　　恒光博篤・大西　晃・近藤達也

　　　　　　　　浜田敏明

　■消防士長ー藤田博三・久保雅裕・濵田応人・溝渕裕介

　　　　　　　福留義則

　■消防副士長ー山本　隆・吉川裕二・別役三省・山崎伸也

　　　　　　　　加藤雅丈・高橋勇作

　■消防士ー永野慎悟・河崎　誠・西内伸考・安井耕三

　　　　　　竹﨑裕次・間城祐介・今西洋道・岡田一也

　　　　　　山中浩司・坂井昭宏・小澤寛人・浜田省吾

　　　　　　山中浩維・今上慎一・三谷拓也【新採】

　■水防・防災係ー近森好英

　■消防団係ー濵田　豊

赤岡保育所ーーーーーーーーーーーーーーーー

◆所長：松本ひとみ　◆副所長：久武美紀

　◆保育士ー小谷京子・垣本和代・松本恵美・岡田みどり

　　　　　　寺田美奈子・半田久恵・谷間麻衣子【新採】　

　◆調理員ー本田ひろみ

香我美おれんじ保育所ーーーーーー

◆所長：吉良美津代　◆副所長：木口泰見

　◆保育士ー猪野智津・別役由香・小川泰子・高橋美佳

　　　　　　明石史子・山中清香・高野久美・松本恵実

　　　　　　小島千佐　　　　　　

　◆調理員ー小松記代・岡林富子

野市保育所ーーーーーーーーーーーーーーーー

◆所長：髙橋公子　◆副所長：奥宮佐代子・藤村邦美

　◆保育士ー沢田忠子・高橋　綾・近森久仁子・川村明子

　　　　　　横田純美代・門田紀和・松繁　充・松下京子

　　　　　　山本美穂・谷内誠子・氏原愛沙子

　　　　　　宮地佐知子【新採】

佐古保育所ーーーーーーーーーーーーーーーー

◆所長：山下理恵　◆副所長：西内寿子

　◆保育士ー尾知喜久子・常石千恵子・川村雅湖・武田了子

　　　　　　浜田真理・秋友育子・濱田由美子

　　　　　　竹村えりな【新採】

野市東保育所ーーーーーーーーーーーーーー

◆所長：山本美和　◆副所長：安岡隆子

　◆保育士ー田中和子・岩川敬子・岡林真紀・古味美和

　　　　　　野老山知佐・小松友香里・北岡冴都【新採】

夜須保育所ーーーーーーーーーーーーーーーー

◆所長：依岡悦子　◆副所長：森田　綾

　◆保育士ー浜田摩優美・仙頭京美・原　史・谷内多美

　　　　　　武内奈美

吉川みどり保育所ーーーーーーーーーー

◆所長：藤本瑞恵　◆副所長：野村美栄子

　◆保育士ー松下智子・河﨑真奈美・松村佐織・田渕美穂

　　　　　　十河美和

　◆調理員ー岩下久美

香我美幼稚園ーーーーーーーーーーーーーー

◆園長：徳久育子　◆教頭：小松伸子

　◆教諭ー小原史代・大石　幸・縣島八大・今西裕美

野市幼稚園ーーーーーーーーーーーーーーーー

◆園長：公文千惠子　◆教頭：宮崎順子

　◆教諭ー甲藤真理・門田玲加・小松美沙・小松君江

野市東幼稚園ーーーーーーーーーーーーーー

◆園長：永野惠子　◆教頭：入野美樹子

　◆教諭ー安井志乃・山崎　綾・澤田菜津美【新採】

夜須幼稚園ーーーーーーーーーーーーーーーー

◆園長：山下遊水　◆教頭：岡部貴子

　◆教諭ー前田節子・浜田亜美【新採】　

退職者（平成19年３月31日付）
　光明院正臣（香南市消防長）

　中元二三四（市民課）

　大坪佳子（夜須幼稚園長）

　浜口　悟（夜須支所長）

　門田　緑（給食センター所長）　

　藤田順一（学校教育課参事兼課長補佐兼教育総務係長）

　野島昭男（農林課参事兼課長補佐兼農林係長）

　野島美知子（健康対策課・栄養士）

　門田富美（佐古保育所長）

　増井千香（税務課）

　入野敏郎（環境対策課参事兼課長補佐兼環境係長）

　澤田里美（吉川みどり保育所副所長）

　野村章治（総務課長補佐兼職員係長）

　児童手当法改正により今まで、第１子・第２子の０歳～

３歳未満の児童について月額５千円が支給されていまし

たが、平成19年４月１日から出生順位にかかわらず一律月

額１万円となりました。

児童手当の支給額が

変わりました！
児童手当の支給額が

変わりました！

第１子
第２子

第３子
以　降

現　行

月額５千円

月額１万円

月額１万円

月額１万円

改　正

■０歳以上３歳未満の児童の
　　　　　　　　養育者に対する児童手当　なお、３歳以上の児童

については金額の変更は

ありません。４月から３

歳未満の児童手当は１万

円になりますが、３歳到

達後の翌月から第１子・

第２子の手当額は５千円

となります。

受給者は特に手続きを行う必要はありません。

■法改正後最初の６月支給は２・３月

（法改正前）と４・５月（法改正後）を合

わせたものですのでご注意ください。

■問い合わせ　保健医療課児童手当係   57-8510

香南市役所組織案内


